
１　点検結果集計 （単位：人）

２　県民意見と対応状況

３　平成30年度当初予算要求での対応

（単位：千円）

Ｈ30当初要求額 Ｈ29当初予算額 増減

事業費 4,900 5,774 △ 874

【事業内容】
・もう少しモデル事業を展開しその中で分析検証が必要
ではないか。

・他の関連事業と重複する部分の見直しが必要。信州こ
どもカフェとしてのあり方をもう一度設計しなおした方が良
い。

・昨年度のモデル事業で得られた課題を踏まえ、地域の特徴を
活かした支援を行うため、プラットフォーム構築事業を推進して
参ります。
・放課後子ども総合プランや生活困窮世帯の子どもへの学習支
援などの他事業や民間での取組との連携を進めていくことは重
要であると考えております。そうした関連事業との一体的な実施
など今後の連携方法を検討して参ります。

【広報手法】
・他の地域の取組みや成果をプラットフォーム内で共有し
て発信する必要がある。

・地域プラットフォームは１０地域毎に地域の特徴を活かした支
援・連携を促進するものではありますが、共有すべき取組や成果
については情報を集約し横展開を図って参ります。

【他との連携】
・学校との連携を密にされたい。

・地域振興局と通した市町村との連携は重要な観点と思
う。

・実施にあたっては、学校や教育委員会との連携を図って参りま
す。
・事業の実施にあたり地域振興局と地域の実情を熟知している
市町村との連携は非常に重要な観点であることから、引き続き綿
密な情報交換・連携を行って参ります。

4 6

県民意見 県としての考え方・対応方針
【姿・目標】
・多機能な信州こどもカフェとは最終的な形としてどのよう
な事業とするのか。

・モデル事業からプラットフォーム事業への展開の妥当性
は。

・放課後子ども総合プラン関連事業などの市町村事業との連携・
活用により、時間の延長や食事提供などで機能の充実をしてい
くことが考えられます。また、民間の活動が多い地域は民間主
導、中山間地では行政や社協との連携での事業推進を考えて
います。
・モデル事業を実施する中で、地域で取組を継続していくには、
地域の多様な主体のネットワーク化と担い手等の人材育成が課
題であることが分かってきたため、今年度はプラットフォーム構築
事業に取り組むこととしております。
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改善項目（複数回答）
姿・目標 事業内容 広報手法 連携 その他

「県民協働による事業改善」点検結果と対応状況

事業
番号

B-4 事業名 官民協働の子どもの居場所「信州こどもカフェ」推進事業
担当
部課名

県民文化部
こども・家庭課

・信州こどもカフェの普及拡大を図るには担い手となる人材を育成する必要があります。

・平成29年度に構築する地域プラットフォームをベースに、こどもカフェ運営の担い手となる地域の人材の発掘・育成の

ための予算を要求しました。
〔事業費の主な増減〕

・信州こどもカフェ運営のための人材育成

に要する経費の増（4,900千円）

・地域プラットフォーム構築・運営事業に要

する経費の減 （△5,774千円）

［予算要求時点］


